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2.  先行研究 
2.1 動機研究の動向 
 外国語学習の動機や態度といった情意面や個人差 (individual differences)を対象とする研究
は過去 20年、非常に盛んに行われてきた。そうした過去の動機研究の変遷をたどった良書に、









ツールを提供してくれるものとなる。このような傾向を踏まえたうえで Dörnyei (2001,  
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pp.10-11)は、代表的な動機研究の理論として、Deci and Ryanの「自己決定理論」
(Self-determination Theory, 1985)や、Banduraの「自己効力感」といった概念を用いた理論





















 次に、2001年にデータ収集され、2004年に発表された山森 (2004)の研究があげられる。 








































れようとしているのは Koizumi & Matsuo (1993)である。ただ、この研究では入学前の英語知
識を、英語アルファベット 26文字が書けるかどうかという、非常に限られた知識として操作
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７月 α＝.80、12月 α＝.77、３月 α＝.81で、「肯定的イメージ」の方は、４月 α＝.81、７月 α













M SD N α 
No.36 勉強の仕方おしえてほしい .92 -.21 4.27 1.05 
No.39  成績よくしたい .78 -.22 4.52 .86 
No.29 先生みたいに話したい .74 .03 4.16 1.25 
No.31 中学校英語やる気出る .54 .33 3.60 1.11 
No.28 先生の英語かっこいい .52 .00 4.06 1.21 
No.40 英語負けたくない .49 .03 3.52 1.23 
86 .78 
No.26 授業日本語で説明してほ
しい（逆転項目)* -.29 .72 2.64 1.11 
No.33 読み書き始まり嬉しい .14 .72 2.90 1.24 
No.27 授業英語の方が英語科ら
しい .01 .64 3.09 1.20 
No.32 中学校英語は難しくて嫌
いだ（逆転項目)* -.10 .61 3.52 1.22 
No.30 小学校英語がでてくるの
でなじみやすい .04 .58 3.05 1.23 





E: 英語学習内容理解の自己評価（質問紙の 41-45番） 


































データ D、Eに関しては２グループ間で t検定を、データ Cに関してはカイ二乗検定を行っ
た 3。 
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表２. 2009年４月入学時のプロフィール 
変数 N M SD 
4月 No.1（入学前の英語力の自己評価） 
 選択肢と度数分布 
  1=英語は全くわからない 
  2=いくつかの英語の単語が分かる程度 
  3=あいさつ、自分の好きなものなど自分のこと表現 
  4=英検 4級程度 
  5=英検 3級程度 















YTK リスニングテスト（満点=80） 130 64.16 9.59 
4月 No.6 （英語学習におけるゴール） 
選択肢と度数分布 
  1=英語あまり勉強したくない 
  2=楽しく勉強、まずまずの成績 
  3=受験に役立つような高い英語力 
  4=受験だけでなく、実践的な英語力も 
 5=英語を使って仕事ができるくらいの高度で総合的な 













4月「学習積極性」a 117 4.05 .76 
4月「肯定的イメージのスムーズな移行」a 92 3.10 .84 
注：aリッカート5件法（1= あまりそう思わない 5= そう思う）； b順位平均 
 
5.2 研究課題１－１年間の情意の変化 









































 4月 7月 12月 3月  
 M SD M SD M SD M SD N 
学習のゴール 
3.52a    1.09 
Med=4 
Mod=4 
3.44a    1.11 
Med=4 
Mod=4 
3.17a     1.14 
Med=3 
Mod=4 






学習積極性 4.06  .71 4.12  .67 3.88  .72 4.05  .76 98 
肯定的イメージ 3.16  .84 3.24  .75 3.07  .69 3.17  .73 64 
































自己評価項目 r N 
No. 41:  リスニング力 .40** 123 
No. 42: スピーキング力 .27** 124 
No. 43: 音読力 .35** 124 
No. 44: 書く力 .32** 124 

































五ツ木テスト .33** .24**   .22* .53** 
YTKリスニングテスト  1 -.05   .36** .12 
４月学習積極性   1   .38** .20* 
４月肯定的イメージ     1 .24* 





階での YTKリスニングテストのスコア (β=.33, p=.001)と学習積極性 (β=.253, p=.013)によ











ツ木テスト」：F(4, 121)=1.64, n.s.; 「学習のゴール」と「年度末の授業理解度」：F(4, 118)=.70, 
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表６. 入学時（４月）の様子 —学習困難者と一般生徒の比較— 
 学習困難者 一般 検定 
 M (SD) M (SD) t χ2 

















学習積極性 3.88 (.90) 4.08 (.72) -.26n.s.  
肯定的イメージ 3.00 (.91) 3.13 (.83) -.49n.s.  
注：「ＹＴＫリスニングテスト」N= 24（学習困難者）、 106（一般） 
  「入学前の英語力の自己評価」N= 23（学習困難者）、 103（一般） 
  「英語学習のゴール」N= 23（学習困難者）、 103（一般） 
「学習積極性」N = 22（学習困難者）、 94（一般） 
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表７． 入学時後３ヶ月目（７月）の様子 —学習困難者と一般生徒の比較— 
 学習困難者 一般 検定 









No. 41 リスニング力 3.05 (1.02) 3.36 ( .92) -1.37n.s.  
No. 42 スピーキング力 2.67 (.86) 2.97 (.96) -1.35n.s.  
No. 43 音読力 2.68 (1.06) 3.51 (1.01) -3.24**  
No. 44 書く力 2.79 (.92) 3.32 (1.03) -2.09*  
学習積極性 3.92 (.61) 4.13 (.72) -1.19n.s.  
肯定的イメージ 3.06 (.83) 3.18 (.77) -.49n.s.  
注：学習困難者N =19（英語学習のゴール、音読力、書く力、学習積極性）、N=21（リスニング力、スピーキング力）、 
N=13（肯定的イメージ）；一般生徒N=93（英語学習のゴール）、N=104（リスニング力、スピーキング力、音読力、
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言えよう。 
 
表８． 12月と３月の様子 —学習困難者と一般生徒の比較— 
 学習困難者 一般 検定 
 M (SD) M (SD) t χ2 









No. 41 リスニング力 2.86 (.99) 3.33 ( .98) -2.03*  
No. 42 スピーキング力 2.82 (.96) 3.15 (.96) -1.46n.s.  
No. 43 音読力 3.27 (1.28) 3.68 (.86) -1.82n.s.  
No. 44 書く力 3.09 (1.07) 3.52 (.95) -1.88n.s.  
No. 45 授業全般理解 3.05 (1.20) 3.56 (.96) -2.22*  
学習積極性 3.58 (.87) 3.91 (.68) -1.95n.s.  
肯定的イメージ 2.67 (.62) 3.06 (.75) -2.28*  









No. 41 リスニング力 2.71 (1.23) 3.60 (.96) -3.66***  
No. 42 スピーキング力 2.86 (1.21) 3.37 (.90) -2.26*  
No. 43 音読力 3.18 (1.40) 3.84 (.89) -2.83**  
No. 44 書く力 2.82 (1.22) 3.56 (.90) -3.28**  
No. 45 授業総合理解 2.86 (1.13) 3.93 (.79) -4.34**  
学習積極性 3.63 (1.00) 4.14 (.69) -2.27*  











- 85 - 
がるというのが定説であった（ベネッセ教育研究開発センター, 2009; 山森, 2004; Koizumi 

























































































部である。本稿は、2010年 8月 5～9日 ASIA TEFL, Hanoi Vietnamで発表した論文を大幅
に修正したものである。 








の自由度調整を行った上で有意性の検定を行った結果である（分析には IBM SPSS 
Statistics 19.0を使用）。 
5) Tukey HSD, Sheffe, LSD, Bonferroniのいずれの検定によっても有意差は観察されなか
湯川笑子・小山哲春・杉本光穂 
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